


（様式 7：電子媒体） 

（若手研究者海外挑戦プログラム） 

 

6.研究成果発表等の見通し及び今後の研究計画の方向性（1/2 ページ程度を目安に記入すること） 

 

 金属多核構造は金属間の電気的、磁気的、協奏的な相互作用により、特異な触媒、磁気、光学特

性などを発現することから、今までに様々な種類の金属多核構造が合成されてきた。しかし、金属

多核構造を原子レベルで精密に構造制御することは未だに極めて難しい。金属多核構造の合成法は

ワンポット合成とステップワイズ合成の二つに大別される。ワンポット合成は合成が簡便な一方で、

生成物の構造を予測することやイオン半径の近い金属が同時に存在する場合両者を区別することが

困難であるという問題がある。ステップワイズ合成は生成物の構造を予測することが容易で多座配

位子を選択することにより精密な構造制御を行うことが可能となる一方で、金属の種類が増えるに

従って非常に時間と労力がかかるという問題がある。滞在先ではプラットフォームを用いたロボッ

トによるクラスターの自動合成技術と自分の研究対象であった金属多核構造の逐次合成を組み合わ

せることにより、ステップワイズ合成の大幅な時間短縮と労力削減に成功した。本手法は金属多核

構造合成におけるブレイクスルーとなることが期待される。 

今後の研究計画としては、まず、得られた結晶の単結晶 X 線構造解析が必要となる。構造解析の

結果得られた化合物が新規化合物であった場合、SQUID による磁気特性評価も必要となる。得られ

た結果に応じて論文の方向性を定め、共同研究として論文を執筆・投稿する予定である。 

 

 

7.本プログラムに採用されたことで得られたこと（1/2 ページ程度を目安に記入すること） 

 

 本プログラムで得られたことは数多くあるが、重要な点として研究スタイルの違い、異文化での

生活経験、そしてグローバルな研究者同士のつながりが挙げられる。 

以前の研究室では、実験、測定、結果の考察を主に一人で主導しディスカッションで軌道修正を

していくというようなスタイルで研究が個人プレーになりがちだった。しかし、渡航先研究室では

役割分担を明確にしチームプレーで一つの仕事を推し進めているというスタイルを強く感じた。デ

ィスカッションでは全員が思ったことを自由に発言し、積極的に議論に参加する様子も日本ではあ

まり感じられなかったことで、チームで働くという意識が念頭にあることを強く意識させられた。

一つの仕事に着目するとスピード感があまり感じられないというデメリットもあったが、チームと

しては着実に動いているので研究スタイルの違いを実感した。また、研究のテーマ設定が大胆で斬

新な切り口であることが多く、目先の小さな結果にとらわれず自由な発想を元に研究することの大

切さも学べた。さらに、無機合成、とりわけポリオキソメタレートの分野では数日をかけて数百グ

ラムスケールの合成をすることも珍しくなく、細かなテクニックが収率や純度の鍵を握ることが多

くあるため、お互いの技術を披露することで新たな技術を学ぶこともできた。 

渡航先研究室は世界中から様々な国籍の優秀な研究者が集まっていたため、英語はただのコミュ

ニケーションのツールであるということを強く意識させられ、宗教や文化が違うのにもかかわらず

研究し合えることの素晴らしさを実感した。無機合成だけでなく、有機合成、機械工学、プログラ

ミング、複雑系など様々な分野のバックグラウンドを持つ研究者と日々話すことで、目新しい知識

やアイデアを身に付けることができた。また各々自国の文化や政情に詳しくそして意見を持ってい

るため、異文化交流する上で自分の意見を発信することがいかに重要かということも感じ、自身の

アイデンティティを見つめなおす良いきっかけとなった。 

最後に、渡航先研究室は非常に多くのポスドクと博士課程の学生が在籍していたため、幅広い交

友関係を築くことができた。半年という長い期間共に過ごした思い出や貴重な旅行経験、同じ志を

持つ者同士が世界をまたにかけて切磋琢磨できることや様々な国の人と友達になれたことは一生の

財産であり、これからの研究生活において大きな原動力になると確信している。 

  


